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　　Photo．1Micrestructures　of　2，4，8and　12％AI203　samples．

　　　　　　　（iron　powder：－325　mesh，　crAlaO3；0．5μ，　densitγratio　93～97％〉

かであった．

　Fig．4は焼結試料の常温より800℃までの200℃ご

との高温硬さ（明石ビッカース硬さ試験機、荷重5kg，

30秒）をアルゴンふん囲気中で測定した結果である．こ

の図から，焼結体の高温硬さは400℃以上では急激に低

下するが，アルミナ含量の多い順に高温硬さも大きいこ

とがわかる，

　試料の顕微鏡組織を観察すると，試料中のアルミナは

すべて加圧方向に垂直に配列した一定の方向性を有し，

アルミナの分散状態はO、5μが最も悪く，D．D5¢，2p

はほぼ同じであるが，2μの方がやや良好であった，

　Photo．1にはアルミナ（αAI　！03，　O．5μ）が2Nユ2％の

4種の焼結試料（Fe、－325メ．ノシ）の縦断面の顕微窺

組織を示した．　　　　　　　　（1969年4月19日受理）
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